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【論文の内容の要約】 
スポーツや運動の指導において、オノマトペ（擬態語・擬音語）の 表現を含んだ口頭教示の有効性が注目されている。
経験的に、スポーツ指導場面では、ある身体動作を伝えるとき、その動きに必要な力の強弱や筋の緊張状態をオノマトペ
で表現する場合が多い。これらのオノマトペ指導語のほとんどは、「ギュッ」「スー」など、音韻が２～３音節からなる、
それ自体は意味を持たない単語である。これまでにオノマトペ指導語の有効性が指摘されてきているが、オノマトペがな
ぜ学習者の運動調節に役立つのか、その仕組みは全く解明されていない。また、指導者が用いる指導語に含まれるオノマ
トペが、学習者の経験によって得ている動きのイメージを直感的に表現できているのかどうかという基本的な関係性も確
認されていない。 
スポーツオノマトペ指導語が学習者に対して的確な運動調節を誘導するためには、口頭教示する指導者と教示を受ける
学習者の間で、言語音と運動に関する感覚手がかりが共有されていなければならない。さらに、言語音と運動に関する感
覚手がかり間に何らかの対応関係が必要である。ヒトに共通して観察される感覚間の対応関係，すなわち異なる感覚・概
念に属する２つの特徴が非恣意的に結びつくことを、感覚間協応という。特に、言語音と他の感覚次元間の体系的な一致
傾向は音象徴と呼ばれ、言語学・心理学・心理言語学の分野において研究が行われてきた。しかしながら、言語音と運動
に関する感覚手がかり間の音象徴現象（すなわち動きの音象徴）については、報告例が非常に少なく、その現象の存在自
体を実証する十分な知見が得られていない。 
本研究は、音象徴研究の枠組みに従い、言語音と身体運動に関する感覚間の体系的な関係性を明らかにすることを目的
とした。第Ⅱ章では、加速度が小さく加速度の時間変化がほとんどないような滑らかな運動パターンはその動き自体が共
鳴子音および後舌母音と結びつけられる傾向にあり、加速度が大きくかつ加速度の時間変化を伴うジグザグに方向変化す
る運動パターンは阻害子音および前舌母音と結びつけられる傾向にあることを明らかにした。最近の研究は、身体的運動
の視覚的に知覚された運動学的特性と言語音が結び付く、動きの音象徴現象が存在することを報告している。本論文の成
果を含めてこれらの最近の知見は、音象徴が対象物の大きさや形などの視覚的イメージを超えたものになり得ることを強
く示唆している。第Ⅲ章では、動きの音象徴における運動加減速の効果を明らかにした．第Ⅳ章では、阻害音の有声性は、
より強いまたはより弱い運動遂行イメージの判別プロセスを促進または妨害する傾向にあることを明らかにした。具体的
には、有声阻害音がより強力な運動遂行イメージと組み合わされた場合、または無声阻害音が弱い運動遂行イメージと組
み合わされた場合、判別処理が促進され、逆に、有声阻害音が弱い運動遂行と組み合わされ、無声阻害音がより強い運動
遂行と組み合わされると、処理を妨害する傾向にあった。この結果は、阻害音の有声性と身体運動の相対的強度のイメー
ジの間に動きの音象徴的関連性が存在することを示唆する。第Ⅴ章では、第Ⅱ章〜第Ⅳ章において明らかにした身体運動
特性と言語音の音素特性の音象徴関係性が、スポーツ指導者が用いるスポーツオノマトペにおいても成立していることを
確認した。 
本論文では、スポーツオノマトペ指導語が真にスキル伝達効果や運動パフォーマンス向上効果を有するのであれば、言
語音と運動に関する感覚間に何らかの普遍的な関係性が観察されるであろうと予想した。そして、視覚と固有受容感覚の
両モダリティにおいて、さらには運動イメージという高次の認知レベルにおいて、言語音と身体運動の感覚間協応関係性
すなわち“動きの音象徴”が確実に存在することを明らかにすることができた。本論文の知見は、スポーツオノマトペ指
導語が持つスキル伝達効果は、指導者や学習者の経験則としてではなく、動きの音象徴というヒトに普遍的な知覚特性に
基づいている可能性を示唆するものである。 
 
